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ジャン・ボダンの国家及び主権理論と「ユース・ゲンティウム」観念（一）

ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
の
国
家
及
び
主
権
理
論
と

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
観
念
（
一
）

︱
︱
国
際
法
学
に
お
け
る
「
主
権
国
家
」
観
念
成
立
史
研
究
序
説
︱
︱

明　
　

石　
　

欽　
　

司

序
論

第
一
章　

ボ
ダ
ン
の
国
家
・
主
権
理
論
と
『
国
家
論
』
に
お
け
る
「
国
際

関
係
」・「
国
際
法
」
の
位
置
付
け

　

第
一
節　

国
家
理
論

　
　

㈠　
「
国
家
」
の
定
義

　
　

㈡　

国
家
の
構
成
単
位
と
し
て
の
「
家
」

　
　

㈢　

国
家
像

　

第
二
節　

主
権
理
論
：「
主
権
」
の
定
義
と
主
権
者
の
属
性

　
　

㈠　
「
主
権
」
の
定
義
と
「
絶
対
性
」

　
　

㈡　

主
権
者
の
属
性

　

第
三
節　
『
国
家
論
』
に
お
け
る
「
国
際
関
係
」・「
国
際
法
」
の
位
置

付
け
（
以
上
、
本
号
）

第
二
章　

主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
の
存
在
可
能
性
と
「
国

際
法
的
規
範
」

　

第
一
節　

主
権
（
者
）
に
対
す
る
制
約
と
主
権
の
絶
対
性

　
　

㈠　

主
権
（
者
）
に
対
す
る
制
約

　
　

㈡　

主
権
の
絶
対
性
と
の
矛
盾
解
消
の
論
理

　

第
二
節　

主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
の
存
在
可
能
性

　

第
三
節　
「
国
際
法
的
規
範
」

　
　

㈠　
「
国
際
法
的
規
範
」
へ
の
言
及

　
　

㈡　
「
国
際
法
的
規
範
」
を
巡
る
議
論
の
特
色

　
　

㈢　
「
国
際
法
的
規
範
」
の
評
価

第
三
章　

ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（jus gentium

: le droit 
des gens

）
観
念
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序
論

　
「
国
際
法
学
に
と
っ
て
『
主
権
』
と
は
何
か
？
」
こ
の
茫
漠
た
る
疑
問
が
本
稿
執
筆
の
動
機
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
解
答
を
探

求
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
・
政
治
家
で
あ
り
、
政
治
思
想
家
で
あ
る
ジ
ャ

ン
・
ボ
ダ
ン
（Jean Bodin: 1530-1596
）
1
（

）
の
国
家
・
主
権
理
論
と
近
代
国
際
法
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
る
。

　

周
知
の
如
く
、
近
代
的
「
主
権
」
観
念
の
歴
史
に
お
い
て
最
重
要
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
原
点
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
著
作
が
、

ボ
ダ
ン
の
『
国
家
論
六
篇
』（Les six livres de la R

épublique: D
e republica libri sex

））
2
（

（
以
下
、『
国
家
論
』
と
す
る
。）
で
あ
る）3
（

。

同
書
は
、
一
五
七
六
年
の
公
刊
以
来
、
長
き
に
わ
た
り
学
問
的
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た）（
（

が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
政
治
学
に
関
わ

る
分
野
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た）5
（

。

　

し
か
し
、
主
権
を
有
す
る
と
さ
れ
る
国
家
が
近
代
国
際
法
学
の
理
論
形
成
に
お
い
て
中
核
的
存
在
と
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
を

勘
案
す
る
な
ら
ば
、
近
代
主
権
理
論
の
原
点
と
さ
れ
る
ボ
ダ
ン
の
国
家
及
び
主
権
に
関
す
る
理
論
を
近
代
国
際
法
と
の
関
連
の
中
で

評
価
す
る
こ
と
は
、
近
代
国
際
法
史
研
究
に
と
っ
て
の
必
須
の
前
提
的
作
業
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
、（
そ
の
よ
う
な
判
断

に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
も
）
ボ
ダ
ン
と
近
代
国
際
法
と
の
関
係
を
主
題
と
す
る
或
る
程
度
の
先
行
研
究
は

存
在
し
て
い
る）6
（

。
ま
た
、
直
接
的
に
近
代
国
際
法
に
結
び
付
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
国
際
法
史
に
お
け
る
重
要
な
研
究
対
象
と
ボ

　

第
一
節　

ボ
ダ
ン
の
法
観
念

　
　

㈠　
「
法
」
の
定
義
と
分
類

　
　

㈡　

法
の
階
層
性
の
認
識
と
主
権
者
の
立
法
権

　

第
二
節　

ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念

　
　

㈠　
『
分
類
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム

　
　

㈡　
『
方
法
』
及
び
『
国
家
論
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ

ム
へ
の
言
及

　
　

㈢　

ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
の
評
価
：
多
面
性
と

予
定
調
和

結
論
（
以
上
、
八
五
巻
十
二
号
）



3

ジャン・ボダンの国家及び主権理論と「ユース・ゲンティウム」観念（一）

ダ
ン
と
の
関
連
を
論
ず
る
先
行
研
究
も
存
在
し
て
い
る）（
（

。

　

更
に
、
諸
々
の
国
際
法
史
概
説
書
に
お
い
て
、
ボ
ダ
ン
に
対
し
て
は
一
定
の
言
及
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
現
在
に

お
い
て
も
最
も
標
準
的
な
国
際
法
史
概
説
書
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
ヌ
ス
バ
オ
ム
の
著
作
で
は
、「
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
並
び
に
彼

の
支
配
者
の
分
類
は
、
国
際
法
の
学
説
に
影
響
を
も
た
ら
す
運
命
に
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、「
実
際
に
、
支
配
者
の
主
権
と
い
う
思

考
は
、
国
際
法
の
世
俗
的
構
造
の
基
礎
と
な
っ
た
」）

8
（

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
が
国
際
法
学
に
お
い
て
も
重
要
で
あ

る
旨
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
は
、（
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
共
に
）
ボ
ダ
ン
を
「
偉
大
な
国
家
思
想
家

と
し
て
、
国
際
法
の
簡
略
な
歴
史
に
お
い
て
さ
え
欠
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
た
上
で
、
ボ
ダ
ン
が
「
最
高
の
暴
力
の
担
い
手
を
、

国
内
的
領
域
の
み
な
ら
ず
国
際
関
係
に
お
い
て
も
法
の
制
約
の
下
に
置
い
た
」）

9
（

と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
ル
ー
ロ
フ
セ
ン
は
、
ボ

ダ
ン
に
よ
り
定
義
さ
れ
た
「
主
権
」
観
念
が
概
ね
一
六
四
八
年
以
降
の
「
通
常
の
」
国
際
法
主
体
で
あ
る
「
主
権
国
家
」
の
特
徴
で

あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
「
国
家
と
国
際
法
の
結
合
」
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る）（（
（

。
そ
し
て
、
以
上
の
も
の
に
比
較
し
て
、
特
に

ボ
ダ
ン
へ
の
言
及
が
多
く
見
ら
れ
る
も
の
が
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
概
説
書
で
あ
る
。
同
書
で
は
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
・
国
家
理
論
へ
の
か

な
り
の
言
及）（（
（

が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
、
個
別
の
国
際
法
規
範
と
ボ
ダ
ン
の
理
論
の
関
わ
り）（（
（

に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
他
の
国
際
法
史
概
説
書
に
お
い
て
も
ボ
ダ
ン
へ
の
一
定
程
度
の
言
及
は
見
ら
れ
る）（（
（

。（
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ダ
ン
へ
の
一
定
の

評
価
を
共
有
し
な
い
国
際
法
史
概
説
書
も
存
在
し）

（（
（

、
そ
も
そ
も
、
ボ
ダ
ン
へ
の
言
及
が
一
切
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。）

（（
（

）

　

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
ヌ
ス
バ
オ
ム
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
「
支
配
者
の
主
権
」
を
「
国
際
法
の
世
俗
的
構
造
の
基
礎
」
と

す
る
思
考
は
「
主
権
を
有
す
る
国
家
（
＝
主
権
国
家
）
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
と
し
て
の
国
際
法
」
と
い
う
近
代
国
際
法
の

観
念
に
は
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
ボ
ダ
ン
が
提
示
し
た
主
権
観
念
の
詳
細
な
検
討
や
彼
が
言
及
し
て
い
る
国
際
法

に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
規
範
（
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
規
範
を
「
国
際
法
的
規
範
」
と
す
る
。）
が
近
代
国
際
法
に
直
接
関
係
す
る
も

の
で
あ
る
か
否
か
の
検
討
を
ヌ
ス
バ
オ
ム
は
行
っ
て
い
な
い
。
総
じ
て
言
う
な
ら
ば
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
と
国
際
法
の
関
係
を
扱
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う
先
行
研
究
や
国
際
法
史
概
説
書
は
、
両
者
を
あ
ま
り
に
短
絡
的
に
結
び
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
試
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
ボ
ダ
ン
と
近
代
国
際
法
の
関
係
を
扱
う
先
行
研
究
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
彼
の
主
権
観
念
と
近
代
国
際
法
に
お
け
る
主
権
観
念
の
相
異
（
の
有
無
）
に
つ
い
て
の
検
討
を
通
じ
て
、
主
権

と
国
際
法
の
関
係
を
巡
る
考
察
の
た
め
の
基
本
的
視
座
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
以
下
で
は
先
ず
、
ボ
ダ
ン
の
著
作
中

の
記
述
を
基
に
、
彼
の
国
家
及
び
主
権
に
関
す
る
理
論
の
特
色
を
描
き
出
し
（
第
一
章
）、
続
い
て
、
主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す

る
法
規
範
が
彼
の
国
家
及
び
主
権
理
論
に
内
在
す
る
可
能
性
を
検
討
し
な
が
ら
、
彼
の
論
述
中
に
登
場
す
る
「
国
際
法
的
規
範
」
に

つ
い
て
の
考
察
を
行
う
（
第
二
章
）。
そ
の
上
で
、
ボ
ダ
ン
の
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
観
念
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る

（
第
三
章
）。

　

尚
、
本
論
に
進
む
前
に
、
次
の
六
点
に
つ
い
て
予
め
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
訳
語
と
し
て
の
「
国
際
法
」
の
使
用
方
法
を
巡
る
問
題
点
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
の
著
作
中
に
登
場
す
る
「
国
際
法
」
に
該

当
す
る
言
葉
は
“jus gentium

”
及
び
“le droit des gens

”
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
言
葉
は
、「
万
民
法
」
や
「
ユ
ー
ス
・
ゲ

ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
自
体
が
、
ボ
ダ
ン
の
著
作
に
お
け
る
そ
れ

ら
の
言
葉
が
「（
近
代
）
国
際
法
」
を
意
味
し
な
い
こ
と
を
含
意
す
る
こ
と
に
な
り
得
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、「
国
際
法
」
と
す
る
こ

と
は
、
ボ
ダ
ン
が
近
代
国
際
法
の
観
念
を
有
し
た
と
い
う
よ
う
な
予
断
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ボ
ダ
ン
の
著
作
か
ら
の
引

用
と
そ
れ
に
関
わ
る
文
脈
に
お
い
て
は
、（
仏
語
版
か
ら
の
引
用
で
あ
っ
て
も
）「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
し
、
そ
れ
以
外
の
文

脈
に
お
い
て
は
「
国
際
法
」
と
表
記
す
る
こ
と
と
し
た
。
勿
論
、
こ
れ
は
飽
く
ま
で
も
便
宜
的
な
措
置
で
あ
っ
て
、
ボ
ダ
ン
の

“jus gentium

”
及
び
“le droit des gens

”
が
如
何
な
る
意
味
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
、
本
稿
の
「
結
論
」
で
最
終

的
に
示
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、（
第
一
点
と
同
様
に
訳
語
の
問
題
で
あ
る
が
）「
法
」
及
び
「
法
律
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
方
法
を
巡
る
問
題
点
で
あ
る
。
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後
述
（
第
三
章
第
一
節
㈠
）
の
如
く
、
ボ
ダ
ン
は
「
法
」（jus: droit

）
と
「
法
律
」（lex: loi

）
を
定
義
上
は
区
別
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
区
別
は
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
、
例
え
ば
、「
自
然
法
」
に
関
し
て
、
“jus naturale

”

及
び
“droit naturel

”
を
「
自
然
法
」
と
し
、
“lex naturalis

”
及
び
“loi naturelle

”
を
「
自
然
（
的
）
法
律
」
と
す
る
訳
し
分

け
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
論
理
を
追
う
上
で
む
し
ろ
障
害
と
な
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

「
法
」
及
び
「
法
律
」
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
厳
密
に
訳
し
分
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
原
語
を
付
す
こ
と
と
し
た）（（
（

。

　

第
三
に
、「
対
外
的
権
能
」
や
「
対
外
的
関
係
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
が
『
国
家
論
』
を
執
筆
し
た
一
六
世

紀
中
葉
の
欧
州
の
情
況
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、「
主
権
者
の
対
内
的
権
能
」
や
「
君
主
の
対
外
的
関
係
」
と
表
現
す
る
こ

と
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
当
時
の
欧
州
に
お
い
て
、「
内
」
と
「
外
」
を
区
分
す
る
基
準
と
な
る
近
代

的
な
「（
国
家
）
領
域
」
の
観
念
は
依
然
と
し
て
未
確
立
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る）（（
（

。
そ
れ
で
も
、
本
稿
で
は
、
記
述
を
簡
便
に
す
る

た
め
に
「
対
外
的
」
と
い
う
言
葉
を
括
弧
付
き
で
便
宜
的
に
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。「
国
際
関
係
」
も
同
様
で
あ
る
。

　

第
四
に
、『
国
家
論
』
の
仏
語
版
と
ラ
テ
ン
語
版
の
存
在
に
関
わ
る
問
題
点
で
あ
る
。
同
書
の
仏
語
初
版
は
一
五
七
六
年
に
、
ま

た
、
ボ
ダ
ン
自
身
の
手
に
よ
る
そ
の
ラ
テ
ン
語
初
版
は
一
五
八
六
年
に
各
々
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
版
を
比
較
す
る
と
、

か
な
り
の
相
異
点
が
存
在
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る）（（
（

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
仏
語
版
を
主
た
る
考
察
対
象
と
し
つ
つ
も
、
ラ
テ
ン
語

版
も
適
宜
参
照
す
る
こ
と
と
し
た）（（
（

。
そ
れ
は
、
先
行
し
て
公
刊
さ
れ
た
仏
語
版
の
方
が
、
ボ
ダ
ン
の
本
来
の
思
考
が
よ
り
強
く
反
映

さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る）（（
（

。

　

第
五
に
、
本
稿
に
お
い
て
考
察
対
象
と
さ
れ
る
ボ
ダ
ン
の
著
作
は
主
と
し
て
『
国
家
論
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
次
の
二

著
作
に
も
適
宜
考
察
を
加
え
る
。
一
つ
は
、『
歴
史
の
簡
便
な
認
識
の
た
め
の
方
法
』）

（（
（

（
以
下
、『
方
法
』
と
す
る
。）
で
あ
り
、
他
は

『
法
全
般
の
分
類
』）

（（
（

（
以
下
、『
分
類
』
と
す
る
。）
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
先
ず
、『
方
法
』
に
つ
い
て
は
、
一

五
六
六
年
に
発
表
さ
れ
た
同
書
が
「
歴
史
の
精
華
を
収
拾
し
、
最
も
美
味
な
る
果
実
を
収
穫
す
る
た
め
の
至
当
の
方
法
」）

（（
（

に
つ
い
て
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論
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
い
わ
ば
歴
史
哲
学
を
主
題
と
し
つ
つ
も
、
国
家
理
論
に
も
深
く
関
連
し
て
い
る
と
い
う
特
色
を
有
す

る
か
ら
で
あ
る
。（
特
に
、「
国
家
の
形
態
に
つ
い
て
」（D

e statu R
erum

 publicarum

）
と
題
さ
れ
た
第
六
章
は
、
一
〇
章
で
構
成
さ
れ

て
い
る
同
書
の
本
文
三
九
四
頁
中
、
一
五
〇
頁
余
（
一
五
四
︱
三
一
〇
頁
）
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
第
六
章
は
あ
た
か
も
『
国
家

論
』
の
序
論
ま
た
は
梗
概
」）

（（
（

と
も
評
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
）
（（
（

。）
ま
た
、『
分
類
』
に
つ
い
て
は
、
同
書
が
ボ
ダ
ン
の
法
学
的
著
作
と

し
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
本
稿
第
三
章
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
引
用
文
中
の
綴
り
字
に
は
現
在
の
正
字
法
と
異
な
る
も
の
や
、
同
一
の
語
で
あ
っ
て
も
登
場
す
る
箇
所
に
よ
り
綴
り
字

が
異
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
原
文
に
従
っ
て
い
る
点
に
も
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

第
一
章　

ボ
ダ
ン
の
国
家
・
主
権
理
論
と
『
国
家
論
』
に
お
け
る 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
国
際
関
係
」・「
国
際
法
」
の
位
置
付
け

第
一
節　

国
家
理
論

　
㈠
　「
国
家
」
の
定
義

　

ボ
ダ
ン
は
『
国
家
論
』
冒
頭
に
お
い
て
「
国
家
」
の
定
義
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
仏
語
版
に
お
い
て
は
「
国
家
と
は
、
複
数
の

家
に
つ
い
て
の
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
共
通
な
も
の
に
つ
い
て
の
、
主
権
的
権
力
を
伴
う
、
正
し
き
統
治
で
あ
る
」）

（（
（

と
さ
れ
、
ラ
テ
ン

語
版
で
は
「
国
家
と
は
、
最
高
支
配
権
及
び
理
性
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
、
諸
々
の
家
及
び
そ
れ
ら
に
共
通
な
も
の
の
集
合
体
で
あ

る
」）

（（
（

と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
国
家
」
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
二
つ
の
定
義
は
本
質
的
に
相
異
な
る
も
の
で
あ
る
点
が
理
解
さ
れ
る
。
即
ち
、
仏
語
版
に
お
い
て

国
家
は
「
統
治
」（gouvernem

ent

）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ラ
テ
ン
語
版
に
お
い
て
は
「
集
合
体
」（m

ultitudo

）
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と
さ
れ
て
お
り
、
前
者
で
は
統
治
と
い
う
行
為
が
国
家
で
あ
る
と
さ
れ
、
後
者
で
は
集
合
体
と
い
う
存
在
が
国
家
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る）（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
『
国
家
論
』
に
お
け
る
「
国
家
」
の
定
義
よ
り
も
、
よ
り
明
白
に
ボ
ダ
ン
の
国
家
観
を
示
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
も
の
が
、『
方
法
』
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
次
の
定
義
で
あ
る
。

　
「
国
家
と
は
、
一
つ
の
且
つ
同
一
の
支
配
権
に
従
属
す
る
、
諸
々
の
家
ま
た
は
団
体
の
集
合
体
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。」）

（（
（

　

先
述
の
『
国
家
論
』
に
お
け
る
国
家
の
定
義
と
こ
の
一
文
に
示
さ
れ
た
定
義
と
の
間
で
は
、
二
つ
の
重
要
な
相
異
点
が
看
取
さ
れ

る
。
第
一
に
、
前
者
に
お
い
て
は
「
正
し
き
統
治
」
や
「
理
性
に
よ
る
指
導
」
と
い
っ
た
、
統
治
の
「
正
し
さ
」（
乃
至
は
或
る
種
の

「
倫
理
性
」）
が
定
義
に
含
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
そ
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
前
者
で
は
国

家
に
一
定
の
価
値
が
内
在
し
て
い
る
（
そ
し
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
国
家
に
は
内
在
的
制
約
が
課
さ
れ
て
い
る
）
の
に
対
し
て
、
後
者

は
「
主
権
の
下
の
集
合
体
」
と
い
う
形
式
の
み
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
後
者
に
お
い
て
は
国
家
に
お
け
る
支

配
権
が
「
一
つ
の
且
つ
同
一
の
支
配
権
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
主
権
の
不
可
分
性
（
単
一

性
）
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
主
権
者
対
従
属
者
と
い
う
近
代
的
な
二
項
対
立
的
構
造
に
よ
る
国
家
の
理
解
を
も
示
し
て
い
る
も

の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
尚
、
本
稿
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の
“sum

m
a potestas

”
が
「
最
高
支
配
権
」、
“im

perium

”
が
「
支
配
権
」
と

訳
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
次
節
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
は
「
主
権
」
の
定
義
に
お
い
て
『
国
家
論
』
の
仏
語
版
で

“souveraineté

”
を
、
ラ
テ
ン
語
版
で
“maiestas

”
を
各
々
使
用
し
て
い
る）

（（
（

た
め
、
“sum

m
a potestas

” ・
“im

perium

”・ 

“maiestas

”
を

訳
し
分
け
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。））

（（
（

　

こ
れ
ら
の
相
異
点
に
つ
い
て
、『
方
法
』
に
即
し
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
国
家
そ
れ
自
体
に
対
し
て
何
ら
の
価
値
観
や
倫
理
性
も
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求
め
る
こ
と
の
な
い
、
主
権
者
と
国
民
（
臣
民
）
と
い
う
関
係
の
み
か
ら
成
立
す
る
国
家
こ
そ
が
ボ
ダ
ン
が
構
想
す
る
国
家
で
あ
る

こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、『
国
家
論
』
に
お
い
て
は
、
市
民
（citoyens

）
を
（
僧
侶
・
貴
族
・
平
民
と
い
う
）
三
身
分
に
区
分
す
る

こ
と
が
ほ
ぼ
欧
州
全
般
に
見
ら
れ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
ま
た
、「
君
主
（M

onarque

）
の
主
権
は
諸
身
分
の
存
在
に
よ

り
変
更
さ
れ
た
り
、
縮
減
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
」）

（（
（

と
も
述
べ
ら
れ
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
の
三
身
分
へ
の
言
及
）
（（
（

も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ボ
ダ
ン
の
思
考
に
お
い
て
は
、
封
建
的
身
分
制
の
存
在
が
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
主
権
者
と
臣
民
と

い
う
関
係
の
み
な
ら
ず
、
臣
民
の
中
に
（
封
建
的
）
階
層
秩
序
内
の
関
係
も
包
摂
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

『
方
法
』
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
統
治
形
態
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
箇
所）（（
（

は
あ
る
も
の
の
、
ボ
ダ
ン
の
執
筆
当

時
の
統
治
形
態
そ
れ
自
体
が
反
映
さ
れ
た
よ
う
な
記
述
は
見
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
『
国
家
論
』
に
現

れ
る
国
家
像
と
『
方
法
』
に
お
け
る
そ
れ
と
の
間
に
は
乖
離
が
存
在
す
る
。
そ
の
乖
離
が
意
味
す
る
事
柄
は
、『
国
家
論
』（
一
五
七

六
年
）
に
先
行
し
て
発
表
さ
れ
た
『
方
法
』（
一
五
六
六
年
）
の
方
が
よ
り
近
代
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
国
家
像
を
内
包
し
て
い
る
と

い
う
一
種
の
退
行
現
象
の
発
生
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
『
国
家
論
』
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
主
権
理
論
の
確
立
が
近

代
的
主
権
国
家
理
論
の
確
立
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
更
に
、
ボ
ダ
ン
の
国
家

理
論
に
お
け
る
国
家
の
構
成
単
位
に
つ
い
て
の
論
述
に
も
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
「
国
家
」
の
定
義
に
登
場
す
る
「
家
」

の
問
題
点
で
あ
る
。

　
㈡
　
国
家
の
構
成
単
位
と
し
て
の
「
家
」

　

ボ
ダ
ン
に
よ
れ
ば
、「
家
」（m

esnage

）
と
は
「
家
長
へ
の
服
従
の
下
で
の
、
複
数
の
臣
民
に
つ
い
て
の
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
者

に
固
有
の
物
事
に
つ
い
て
の
、
正
し
き
統
治
」）

（（
（

で
あ
る
。
ま
た
、「
家
」
の
構
成
員
で
あ
る
「
家
族
」（fam

ille

）
は
、「
国
家
全
体

の
真
の
淵
源
で
あ
り
、
起
源
で
あ
る
」）

（（
（

と
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
こ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
「
家
」
や
「
家
族
」
に
つ
い
て
、
次
の
諸
点
が
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重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

先
ず
、『
国
家
論
』
仏
語
版
で
は
「
家
」
と
「
家
族
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ラ
テ
ン
語
版
に
お
い
て
各
々
に
該
当
す
る
部
分

で
は
共
に
「
家
」（fam

ilia

））
（（
（

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
家
」
と
「
家
族
」
は
実
質
的
に
同
一
の
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。（
同
様
に
、
国
家
の
定
義
へ
の
二
つ
の
言
及
箇
所）

（（
（

に
お
い
て
は
、
“mesnages

”
と
“fam

illes

”
が
互
換
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。）
つ
ま
り
、（「
家
族
」
か
ら
成
る
）「
家
」
は
、「
国
家
の
真
の
淵
源
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
国
家
の
基
本
的
構

成
単
位
な
の
で
あ
る
。（『
方
法
』
に
お
い
て
も
、「
住
居
」（dom

us

）
か
ら
始
ま
る
人
間
の
結
合
が
国
家
に
至
る
と
い
う
説
明
が
示
さ
れ
て

い
る
）
（（
（

。）

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
「
家
」
の
観
念
は
、
ボ
ダ
ン
の
国
家
像
そ
れ
自
体
に
対
し
て
、
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
「
家
」
の
定
義
は
『
国
家
論
』
第
一
篇
第
二
章
冒
頭
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
書
第
一
篇

第
一
章
冒
頭
に
お
け
る
前
述
の
「
国
家
」
の
定
義
と
か
な
り
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
家
」
と
「
国
家
」
が
、
そ
し
て
「
家
長
」

と
「
主
権
的
権
力
」
が
、
各
々
対
応
す
る
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。（
同
書
の
他
の
箇
所
で
も
こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
示
さ
れ
て
い

る
）
（（
（

。）
つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
は
「
国
家
」
を
「
家
族
」
や
「
家
」
の
制
度
か
ら
類
推
し
て
構
想
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（
（

。（
そ

し
て
、
実
際
に
、
家
長
が
彼
の
家
に
お
い
て
主
権
者
で
あ
る
旨
も
論
じ
ら
れ）

（（
（

、
更
に
、「
よ
く
運
営
さ
れ
て
い
る
家
は
国
家
の
真
の
似
姿

（im
age

）」
で
あ
り
、「
家
の
権
力
は
主
権
的
権
力
に
類
似
し
」、「
家
（m

aison

）
の
正
し
き
統
治
は
国
家
の
統
治
の
真
の
見
本
（m

odelle

）」）
（（
（

で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
（（
（

。）

　

更
に
、「
家
長
」
と
「
主
権
的
権
力
」
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ダ
ン
の
思
考
に
お
い
て
は
、
抽
象
的
な
「
権
力
」
と
権

力
を
実
際
に
担
う
者
が
厳
格
に
は
区
分
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
看
取
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
国
家
理
論
に
お
い
て
「
家
」
が
国
家
構
成
単
位
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
を
構
成
単
位
と
す
る
国

家
像
に
は
、
ボ
ダ
ン
は
行
き
着
い
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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㈢
　
国
家
像

　

以
上
に
示
さ
れ
た
事
柄
を
整
合
的
な
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
た
め
に
は
、
ボ
ダ
ン
が
『
国
家
論
』
に
お
い
て
描
こ
う
と
し
た
国
家

像
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
一
方
に
お
い
て
、
主
権
者
の
下
に
被
治

者
を
臣
民
と
し
て
一
元
的
に
捉
え
つ
つ
、
他
方
に
お
い
て
、
現
実
に
存
在
す
る
諸
身
分
を
も
包
摂
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
封
建
的
国

家
像
と
近
代
的
国
家
像
の
折
衷
的
な
（
あ
る
い
は
過
渡
的
な
）
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、（
抽
象
的
な
「
権
力
」
と
権
力
の
現
実

的
担
い
手
が
厳
格
に
は
区
分
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
）
君
主
が
、
主
権
的
権
力
を
有
し
つ
つ
、
家
長
の
よ
う
な
存
在
と
観
念
さ
れ
る
、

「
家
産
国
家
」（Patrim

onialstaat

）
的
国
家
像
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

尚
、
以
上
の
よ
う
な
国
家
像
は
飽
く
ま
で
も
ボ
ダ
ン
が
提
示
す
る
国
家
の
基
本
構
造
か
ら
導
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
考

察
は
国
家
の
統
治
形
態
に
も
及
ん
で
い
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。
特
に
、『
国
家
論
』
第
二
篇
で
は
、
国
家
の
種
類
の
説
明
が
示
さ

れ
た
後
に
、
主
権
の
所
在
を
基
準
と
し
て
王
政
国
家
（m

onarchie royale

）・
僭
主
政
国
家
（m

onarchie tyrannique

）・
貴
族
政

国
家
（estat aristocratique

）・
民
衆
政
国
家
（estat populaire

）
と
い
っ
た
国
家
の
諸
形
態
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ボ
ダ
ン
の
国
家
論
は
国
家
の
成
立
・
拡
大
か
ら
衰
退
・
消
滅
と
い
っ
た
点
に
も
及
ん
で
い
る）（（
（

。
つ
ま
り
、
彼
は
国
家
の
動
態

的
側
面
（
変
化
）
に
も
目
を
向
け
て
い
る
の
で
あ
る）（（
（

。（
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
「『
国
家
論
』
の
序
論
ま
た
は
梗
概
」）

（（
（

と
も
評
さ
れ
る

『
方
法
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
同
書
の
第
六
章
で
は
国
家
統
治
の
形
態
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
の
叙
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。）

第
二
節　

主
権
理
論
：「
主
権
」
の
定
義
と
主
権
者
の
属
性

　
㈠
　「
主
権
」
の
定
義
と
「
絶
対
性
」

　

ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
の
主
要
部
分
は
『
国
家
論
』
第
一
篇
の
第
八
章
（「
主
権
に
つ
い
て
」）
及
び
第
一
〇
章
（「
主
権
の
真
の
属
性

（m
arques

）
に
つ
い
て
」）
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
主
権
」
の
定
義
に
該
当
す
る
の
は
第
八
章
冒
頭
の
記
述
で
あ
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る
。
即
ち
、
仏
語
版
で
は
「
主
権
」（souveraineté

）
と
は
「
一
国
の
絶
対
且
つ
永
遠
の
権
能
」）

（（
（

で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
ラ
テ
ン

語
版
で
は
「
主
権
」（m

aiestas

））
（（
（

と
は
「
法
に
よ
り
制
約
さ
れ
な
い
、
市
民
及
び
臣
民
に
対
す
る
最
高
の
権
力
」）

（（
（

で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る）（（
（

。

　

こ
こ
で
も
、
仏
羅
両
版
間
で
の
相
異
が
存
在
し
て
い
る
が
、
両
版
か
ら
は
、
主
権
に
は
「
絶
対
性
」・「
永
遠
性
」・「
最
高
性
」
と

い
う
三
つ
の
特
性
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。（
英
訳
版
で
は
「
主
権
（M

aiestie or Soveraigntie

）
と
は
、
一
国
（a 

Com
m

onw
eale

）
内
の
市
民
及
び
臣
民
に
対
す
る
最
高
、
絶
対
及
び
永
遠
の
権
能
（the m

ost high, absolute, and perpetuall 

pow
er

）」）
（（
（

と
さ
れ
て
お
り
、
仏
羅
両
版
を
合
体
さ
せ
た
よ
う
な
訳
文
と
な
っ
て
い
る
）
（（
（

。）
こ
れ
ら
三
つ
の
特
性
の
相
互
関
係
を
ボ
ダ
ン
は

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
ず
、「
永
遠
性
」
と
「
絶
対
性
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
一
節
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
「
私
は
、
こ
の
［
主
権
的
］
権
力
が
永
遠
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
の
理
由
は
、
人
々
が
一
ま
た
は
複
数
の
者
に
絶
対
的
権
力
を
一
定
期
間

与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
、
そ
の
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、
彼
ら
は
も
は
や
臣
民
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。」）

（（
（

　

社
会
契
約
論
的
思
考
に
馴
染
ん
だ
者
に
と
っ
て
は
、
絶
対
的
権
力
を
付
与
す
る
期
間
を
限
定
す
る
こ
と
も
理
論
的
に
は
可
能
で
あ

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
節
は
必
ず
し
も
説
得
的
で
は
な
い
。（
但
し
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
・
国
家
理
論
を
社
会
契
約
論

的
観
点
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
は
本
質
的
に
誤
り
で
あ
ろ
う
）
（（
（

。）
そ
れ
で
も
、
主
権
が
永
遠
の
も
の
で
な
け
れ
ば
そ
の
絶
対
性
が
担
保
さ
れ

な
い
旨
が
こ
の
一
節
の
意
味
す
る
こ
と
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
そ
こ
で
は
ボ
ダ
ン
自
身
の
思
考
に
お
い
て
両
者
が
強
く
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
仏
羅
両
版
間
の
相
異
と
し
て
重
要
な
問
題
は
絶
対
性
（
即
ち
、
永
遠
性
）
と
最
高
性
の
関
係
で

あ
る
こ
と
に
な
る
。
最
高
性
の
観
念
は
同
種
の
他
の
も
の
と
の
比
較
の
中
で
最
上
位
に
置
か
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
最
高
で
あ
る
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と
の
意
味
（
相
対
的
最
高
性
）
も
有
し
得
る
の
で
あ
り
、
国
家
支
配
の
構
造
が
階
層
的
で
あ
る
こ
と
を
も
想
像
さ
せ
る
の
に
対
し
て
、

絶
対
性
の
観
念
に
は
定
義
上
そ
の
よ
う
な
相
対
性
は
存
在
し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
前
節
で
確
認
さ
れ
た
ボ
ダ
ン
の
国
家
像
が
封
建
的
諸
身
分
の
存
在
を
も
包
摂
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、

相
対
的
関
係
に
お
け
る
最
上
位
と
い
う
意
味
で
の
最
高
性
を
彼
が
意
図
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
に
有
利
な
推
定
が
働
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、「
他
者
の
命
令
（com

m
andem

ents

）
に
何
ら
従
属
し
な
い
」
者
が
主
権
者
で
あ
る
旨）（（
（

の
、
そ
し
て
「
他
者
の
法
律
、
権
限

（ressort

）
及
び
命
令
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
る
」
者
は
主
権
者
で
は
な
い
旨）（（
（

の
主
張
も
、
他
者
と
の
比
較
と
い
う
相
対
的
関
係
の

中
で
主
権
の
保
持
者
が
最
高
位
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
最
高
で
あ
る
と
ボ
ダ
ン
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
解
さ

れ
る
。

　

結
局
、
相
対
的
に
最
高
性
を
有
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ゆ
え
に
他
者
の
命
令
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
者
の
意
思

が
貫
徹
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
主
権
者
の
意
思
は
絶
対
的
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
ボ
ダ
ン
の
理
解
に
合
致
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
主
権
の
最
高
性
と
絶
対
性
の
関
係
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
羅
両
版
間
の
主
権
の
定
義
の
相

異
が
実
質
的
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ボ
ダ
ン
が
提
示
し
て
い
る
主
権
の
絶
対
性
・
永
遠
性
・
最
高
性
と
い
う
三
つ
の
特
性
は
、
彼
の
認
識
に
お
い

て
は
相
互
に
結
び
付
い
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（
（

。
そ
こ
で
、
以
下
本
稿
に
お
い
て
は
、
主
権
の
絶
対
性
が
永
遠
性
と
最
高
性

を
も
意
味
す
る
と
の
前
提
で
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
主
権
の
絶
対
性
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
最
も
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
が
、「
絶
対
的
権
力
」（puissance absolue

）
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
次
の
一
節
で
あ
る
。

　
「
国
家
の
人
民
や
領
主
た
ち
は
、
主
権
的
で
永
遠
の
権
力
を
或
る
者
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
は
、
財
産
・
人
格
・
全
て
の
身
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分
を
任
意
に
処
分
し
、
そ
れ
を
そ
の
者
が
望
む
者
に
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」）

（（
（

　

こ
の
よ
う
に
、
主
権
者
は
自
ら
の
臣
民
に
対
し
て
絶
対
的
権
力
を
有
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
法
律
（loi

））
（（
（

を
巡
っ
て
も
同
様
の
帰

結
を
も
た
ら
す
。
即
ち
、
ボ
ダ
ン
は
、「
と
き
に
は
市
民
法
（la loy civile

）
が
良
く
、
正
し
く
、
理
性
的
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
君
主
は
少
し
で
も
そ
れ
に
服
従
し
て
は
な
ら
な
い
」）

（（
（

と
す
る
と
共
に
、「
名
誉
や
正
義
の
名
に
隠
れ
て
自
ら
の
君
主
の
法

律
に
違
反
す
る
こ
と
は
、
臣
民
に
と
っ
て
合
法
的
（licite

）
で
は
な
い
」）

（（
（

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
権
者
は
自
ら
が
制
定
し
た
法

律
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
臣
民
は
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、
法
律
に
違
反
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。（
ま
た
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
臣
民
は
君
主
に
対
す
る
一
切
の
抵
抗
権
を
否
定
さ
れ
て
お
り
、
主
権
者
は
自
己
の
臣
民
か
ら
は
何
ら
の
制
約
も
受
け
な
い
と

い
う
意
味
に
お
い
て
も
絶
対
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。）

　
㈡
　
主
権
者
の
属
性

　

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
「
主
権
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
権
能
を
含
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
問
題
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
『
国
家
論
』
第
一
篇
第
一
〇
章
（「
主
権
の
真
の
属
性
に
つ
い
て
」（D

es vrayes m
arques de 

Souveraineté: Q
uae propria sint iura m

aiestatis

））
で
あ
る
。
同
章
冒
頭
で
は
、「
神
を
除
い
て
、
地
上
に
お
い
て
主
権
的
君
主

（Princes souverains

）
よ
り
偉
大
な
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
者
は
他
の
人
間
に
命
令
を
与
え

る
た
め
に
神
に
よ
り
神
の
代
理
人
（lieutenans

）
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
完
全
な
従
属
に
お
い
て
彼
ら
の
主
（m

aiesté

）
を

敬
い
、
尊
ぶ
た
め
に
、
ま
た
、
完
全
な
名
誉
に
お
い
て
彼
ら
に
つ
い
て
理
解
し
、
論
ず
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
者
の
特
性

（qualité

）
に
つ
い
て
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
」）

（（
（

と
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
主
権
的
君
主
の
「
臣
民
と
は
全
く
共
通
し

な
い
」）

（（
（

属
性
（m

arque: caput

）
が
五
つ
挙
げ
ら
れ
、
各
々
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
属
性
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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「
第
一
の
主
権
的
君
主
の
属
性
」
は
、「
全
て
の
者
に
一
般
的
に
、
そ
し
て
個
々
人
に
対
し
て
個
別
的
に
、
法
律
（loy

）
を
与
え

る
権
能
で
あ
る
」）

（（
（

と
さ
れ
る
。「
第
二
の
君
主
（m

ajesté

）
の
属
性
」
に
つ
い
て
は
、「
主
権
に
基
づ
く
諸
権
利
（les droits de 

souveraineté

）
に
含
ま
れ
る
」
も
の
と
し
て
の
、「
戦
争
を
命
じ
、
講
和
を
行
う
こ
と
」）

（（
（

（décerner la guerre, ou traicter la 

paix

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
「
主
要
な
役
人
（offi

ciers

）
を
選
任
す
る
こ
と
」）

（（
（

、
第
四
に
「
最
終
審
裁
判
」（le 

dernier ressort
）
で
あ
る
こ
と）（（
（

、
そ
し
て
、
五
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
「
恩
赦
を
与
え
る
こ
と
」（ottroyer grace

））
（（
（

で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
五
つ
の
属
性
に
加
え
て
、「
臣
下
の
忠
誠
及
び
臣
従
の
礼
」（la foy et hom

m
age lige

）
を
受
け
る
こ
と）（（
（

、「
貨
幣
鋳
造

権
」（le droit de m

oneage
））

（（
（

、
度
量
衡
（la m
esure, et les poids

）
の
制
定
権）（（
（

、
課
税
権
（le droit de m

ettre sur les subiects 

tailles et im
posts

））
（（
（

も
挙
げ
ら
れ
て
い
る）（（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
立
法
権
者
と
し
て
の
主
権
者
に
属
す
る
権
利
で
あ
る

と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
前
述
の
五
つ
の
属
性
と
は
異
な
る
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る）（（
（

。

（
尚
、
貨
幣
鋳
造
権
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
仏
羅
両
版
間
で
（
更
に
は
、
両
版
と
英
訳
版
と
の
間
で
も
）
扱
い
方
に
相
異
が
あ
る
こ
と
に

も
考
慮
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
（（
（

。）

　

さ
て
、
以
上
の
事
柄
か
ら
、
本
稿
の
問
題
関
心
と
の
関
連
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
主
権
の
属
性
と
し
て
の
立
法
権
の
重
要
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
ボ
ダ
ン
の
記
述
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
、
前
述
の
「
第
一
の
主
権
的
君
主
の
属
性
」
に
つ
い
て
、『
国
家
論
』
ラ
テ
ン
語
版
で
は
「
こ
の
主
権
の
第
一
の
及
び
主
た
る
属

性
は
市
民
一
般
に
そ
し
て
個
々
に
法
律
を
与
え
得
る
こ
と
で
あ
る
」）

（（
（

と
さ
れ
て
お
り
、
立
法
権
の
最
重
要
性
が
仏
語
版
に
お
け
る
よ

り
も
強
調
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
ま
た
、「
主
権
的
君
主
（la m

aiesté souveraine
）
の
、
そ
し
て
、
絶
対
的
権
力
（puissance absolue

）

の
主
要
な
点
は
、
主
と
し
て
臣
民
一
般
に
対
し
て
彼
ら
の
同
意
な
く
法
律
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
」）

（（
（

と
さ
れ
る
な
ど
、
主
権
と
立
法
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権
の
結
び
付
き
の
強
さ
は
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
い
る）（（
（

。（
立
法
権
を
主
権
的
君
主
の
第
一
の
属
性
と
す
る
こ
と
の
理
論
的
帰
結
と
し
て
、

君
主
は
自
己
が
制
定
し
た
法
律
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
ボ
ダ
ン
は
そ
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
）
（（
（

。）
逆
に
、
他
者

に
よ
り
定
立
さ
れ
た
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
者
は
主
権
者
で
は
な
い
の
で
あ
る）（（
（

。

　

第
二
に
、
主
権
者
の
属
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
諸
権
能
の
中
で
、
直
接
的
に
主
権
者
間
の
関
係
に
関
わ
る
の
は
、
第
二
の
和
戦
の

決
定
に
関
す
る
権
能
の
み
で
あ
る
点
で
あ
る
。（
こ
の
こ
と
は
、
次
節
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
『
国
家
論
』
に
お
い
て
主
権
者
間
の
関
係
に

関
わ
る
問
題
に
ボ
ダ
ン
が
示
し
た
関
心
の
低
さ
を
傍
証
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
）
（（
（

。）

　

第
三
に
、
ボ
ダ
ン
の
国
家
・
主
権
理
論
に
お
け
る
「
主
権
」
と
「
主
権
者
」
の
混
同
と
い
う
点
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
は
、「
主
権
」

の
定
義
（『
国
家
論
』
第
一
篇
第
八
章
）
を
行
っ
た
上
で
、「
主
権
の
真
の
属
性
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
章
（
同
第
九
章
）
を
設
け
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
題
に
も
拘
ら
ず
、
同
章
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
主
権
的
君
主
の
属
性
」
な
の
で
あ
る
。

第
三
節　
『
国
家
論
』
に
お
け
る
「
国
際
関
係
」・「
国
際
法
」
の
位
置
付
け

　

前
節
で
確
認
さ
れ
た
主
権
の
「
絶
対
性
」
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
主
権
者
間
に
何
ら
か
の
規
範
が
存
在
し
得
る
と
し
て
も
、
そ

れ
は
（
当
該
規
範
の
名
宛
人
で
あ
る
）
主
権
者
に
よ
り
任
意
に
改
廃
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
主
権
者

間
に
法
が
存
在
す
る
と
い
う
状
態
を
、
ボ
ダ
ン
の
国
家
・
主
権
理
論
の
枠
組
み
の
中
で
構
想
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
ボ
ダ
ン
が
提
示
し
た
国
家
・
主
権
理
論
は
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
母
国
が
国
難
に
直
面
す
る
中
で）（（
（

、
王
権

に
よ
る
国
家
統
合
の
擁
護
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る）（（
（

。
そ
し
て
、
実
際
に
ボ
ダ
ン
は
『
国
家
論
』
に
お
い
て
、
王
政

（M
onarchie

）
の
利
点
を
挙
げ）（（
（

、
更
に
貴
族
政
（A

ristocratie

）
及
び
民
衆
政
（D

em
ocratie

）
と
の
比
較
の
後
に
「
正
し
い
王
政

が
最
も
優
れ
て
い
る
」）

（（
（

と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
同
書
の
中
心
的
課
題
は
、
君
主
の
統
一
的

な
国
家
統
治
権
力
の
確
立
（
封
建
的
諸
身
分
の
特
権
の
剝
奪
）
の
た
め
の
論
理
構
築
で
あ
っ
て
、
他
の
君
主
（
乃
至
は
政
治
勢
力
）
と
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の
関
係
に
お
け
る
君
主
の
権
能
に
つ
い
て
の
考
察
は
第
二
義
的
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

「
国
際
法
」
は
お
ろ
か
、「
国
際
関
係
」
で
す
ら
も
ボ
ダ
ン
の
理
論
の
中
で
は
重
要
性
を
有
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測

さ
れ
る）（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
次
の
事
実
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

先
ず
、「
国
際
関
係
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
国
家
論
』
に
お
い
て
主
権
者
間
の
関
係
が
中
心
的
検
討
課
題
で
は
な

い
と
い
う
結
論
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
か
ら
導
出
さ
れ
得
る
。
第
一
に
、『
国
家
論
』
中
で
主
権
者
の
「
対
外
的
」
活
動
に
直

接
的
に
関
わ
る
議
論
に
割
か
れ
て
い
る
紙
幅
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
側
面
は
主
と
し
て
同
書
第
五
篇
第
六
章
（「
君
主
間
の
同
盟
及
び

条
約
の
保
全
に
つ
い
て
」（D

e la seureté des alliances et traictés entre les Princes

））
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る）（（
（

が
、
そ
の
分

量
は
仏
語
版
で
一
○
○
○
頁
を
超
え
る
著
作
全
体
の
中
で
、
五
○
頁
強
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い）（（
（

。
第
二
に
、
前
節
に
お
い
て
確
認
さ

れ
た
よ
う
に
、『
国
家
論
』
に
お
い
て
ボ
ダ
ン
が
列
挙
す
る
主
権
的
君
主
の
諸
属
性
の
中
で
、
直
接
的
に
他
の
君
主
（
乃
至
は
政
治
勢

力
）
と
の
関
係
に
関
わ
る
の
は
、
和
戦
の
決
定
に
関
す
る
権
能
の
み
で
あ
る
点
で
あ
る
。

　

次
に
、「
国
際
法
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。（
先
に
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
）
ボ
ダ
ン
は
君
主
（
主
権
者
）
間
の
関
係
を
『
国

家
論
』
第
五
篇
第
六
章
で
扱
っ
て
お
り
、
同
章
で
主
た
る
論
述
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
「
同
盟
」
や
「
中
立
」
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
同
盟
や
中
立
に
関
す
る
多
数
の
先
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
こ
の
先
例
の
多
数
の
援
用
・
列
挙
は
同
書
の
他
の
章
に
お
い
て
も
同
様

に
看
取
さ
れ
る
特
色
で
あ
る
。）
が
、
ボ
ダ
ン
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
必
要
と
さ
れ
る
と
き
に
同
盟
者
（adherans

）
を

見
捨
て
る
こ
と
は
「
極
め
て
奇
怪
な
こ
と
」（chose bien plus estrange

）
で
あ
る
と
判
じ）（（
（

、
あ
る
い
は
、
中
立
に
留
ま
る
こ
と
の

得
失
を
考
察
し）（（
（

、
更
に
は
、
同
盟
者
の
信
義
（foy

）
に
つ
い
て
論
ず
る）（（
（

等
々
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
策
的
な
観
点
や
名
誉
の
よ
う

な
内
心
の
問
題
と
関
わ
る
観
点
か
ら
の
議
論
が
中
心
で
あ
っ
て
、
法
的
議
論
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、『
国
家
論
』
に
お
い
て
「
国
際

法
」
も
中
心
的
検
討
課
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。（
そ
も
そ
も
、
ボ
ダ
ン
は
「
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
或
る
君
主
の
偉
大
さ
と
は
、
彼
の
隣

人
達
の
破
壊
ま
た
は
縮
減
に
他
な
ら
ず
、
彼
の
力
と
は
、
他
者
の
脆
弱
さ
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」）

（（
（

と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
対
外
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関
係
」
観
の
下
で
は
、「
対
外
関
係
」
を
法
的
に
規
律
す
る
と
い
う
発
想
は
薄
弱
で
あ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。）

　

勿
論
、
君
主
（
主
権
者
）
間
に
発
生
す
る
何
ら
か
の
法
的
問
題
へ
の
言
及
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
保
護
関
係
を
巡
る
条
約
の
批
准
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
法
と
理
性
に
反
し
て
、
武
力
に
よ

り
」（contre droit et raison, et par force

）
な
さ
れ
た
も
の
と
の
指
摘）（（
（

は
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、「
法
」
と
い
う

言
葉
は
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
規
範
の
確
定
と
そ
の
解
釈
・
適
用
、
あ
る
い
は
「
法
」
観
念
の
体
系
的
叙
述
と
い
っ

た
「
法
的
議
論
」
を
展
開
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
の
主
た
る
関
心
は
君
主
（
主
権
者
）
間
の
関
係
や
そ
の
法
的
規
律
に
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
う
で

あ
る
に
も
拘
ら
ず
、（
本
稿
「
序
論
」
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
ボ
ダ
ン
の
理
論
を
国
際
法
史
の
文
脈
に
お
い
て
評
価
す
る
概
説

書
や
先
行
研
究
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
評
価
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
た

め
に
、
次
章
で
は
、
ボ
ダ
ン
の
論
述
か
ら
主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
の
存
在
が
導
き
出
さ
れ
得
る
の
か
と
い
う
観
点
か

ら
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）　

ボ
ダ
ン
の
経
歴
及
び
著
作
に
関
し
て
は
、
主
と
し
て
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。J. Chauvire, Jean Bodin : A

uteur de la 
R

épublique (Paris, 191（) (reprint : Slatkine Reprints, Genève, 1969): H
. Baudrillart, J. Bodin et son tem

ps : T
ableau 

des théories politiques et des idées économ
iques au seiziém

e siècle (Paris, 1853) (reprint : Scientia V
erlag, A

alen, 
196（), pp.111-221: R.Crahay/M

.-T
h. Isaac/M

.-T
h. Lengerv (avec la collaboration de R. Plisnier), Bibliographie 

critique des éditions anciennes de Jean Bodin (A
cadém

ie Royale de Belgique, Gem
bloux, 1992).

（
2
）　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
使
用
し
た
の
は
、
一
五
八
三
年
の
仏
語
（
パ
リ
）
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
（J. Bodin, Les six livres de la 

R
épublique (1583) (Scientia V

erlag, A
alen, 1961)

）
と
一
五
八
六
年
の
ラ
テ
ン
語
版
（I. Bodinus, D

e republica libri sex 
(1586)

）
で
あ
る
。（
以
下
、
註
に
お
い
て
は
各
々
“De la R

épublique

”・
“De republica

”
と
す
る
。
ま
た
、
引
用
・
参
照
箇
所
に
つ
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い
て
は
、
篇
（Livre: Liber

）・
章
（Chapitre: Caput

）・
頁
を
示
す
た
め
に
、
例
え
ば
、
“De la R

épublique, I, i, 1.

”
の
よ
う
に

表
記
す
る
。）
尚
、
仏
語
版
の
対
照
用
と
し
て
次
の
も
の
を
参
照
し
た
。J. Bodin, Les six livres de la R

épublique, I-V
I (Corpus 

des œ
uvres de philosophie en langue française) (1986).

ま
た
、
訳
出
の
際
に
は
、
次
の
英
訳
版
も
参
照
し
た
。J. Bodin 

(edited w
ith an introduction by K

. D
. M

cRae), T
he Six Bookes of a Com

m
onw

eale (Cam
bridge, 1962)

（
以
下
、
註
に
お

い
て
は
“Com

m
onw

eale

”
と
す
る
。）.

（
3
）　

例
え
ば
、「
主
権
の
本
質
に
関
す
る
最
初
の
体
系
的
論
述
は
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
に
よ
り
な
さ
れ
た
」（C. E. M

erriam
, Jr., H

istory 
of the T

heory of Sovereignty since R
ousseau (U

nion, N
.J., 1999), p.13.

）
と
さ
れ
、
ま
た
、
ホ
ッ
ブ
ズ
と
共
に
ボ
ダ
ン
が
主
権

観
念
に
つ
い
て
の
「
最
初
の
近
代
的
表
現
者
（m

odern articulators

）」（D
. Philpott, 

“Sovereignty

”; in G. K
losko (ed.), T

he 
O

xford H
andbook of the H

istory of Political Philosophy (O
xford, 2011), p.562.

）
と
さ
れ
て
い
る
。
福
田
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
政
治
を
論
ず
る
語
彙
の
う
ち
、
大
部
分
は
古
典
古
代
に
お
い
て
作
ら
れ
て
い
た
が
、
主
権
は
国
家
つ
ま
りpolis

、civitas

に
対
す
る

stato

、État

、state

、Staat
に
次
い
で
現
わ
れ
た
新
し
い
言
葉
」
で
あ
る
と
し
、
ボ
ダ
ン
に
よ
り
主
権
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
た
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
福
田
歓
一
『
政
治
学
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
二
六
六
頁
。
更
に
、
佐
々
木
は
「
ボ

ダ
ン
の
国
家
哲
学
は
主
権
と
そ
れ
に
基
づ
く
国
家
形
態
論
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
革
新
性
と
論
理
的
一
貫
性
と
を
誇
り
得
る
も
の
で
あ
っ

た
」
と
す
る
。
佐
々
木
毅
『
主
権
・
抵
抗
権
・
寛
容
︱
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
の
国
家
哲
学
︱
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
一
一
四
頁
。

　

尚
、
ボ
ダ
ン
自
身
も
「
こ
こ
で
主
権
の
定
義
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
そ
れ
を
行
っ
た
法
律
家
も
、
政
治
哲

学
者
も
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。D

e la R
épublique, I, viii, 122.

　

但
し
、
以
上
の
こ
と
は
、
ボ
ダ
ン
が
主
権
の
理
論
史
に
お
い
て
最
初
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
ボ

ダ
ン
に
先
行
す
る
主
権
類
似
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。J. Bartelson, A

 G
enealogy of Sovereignty 

(Cam
bridge/N

ew
 Y

ork, 1995), pp.88-136: Fr. A
. Freiherr von der H

eyde, D
ie G

eburtsstunde des souveränen Staates 
(Regensburg, 1952).

（
（
）　
『
国
家
論
』
の
普
及
は
か
な
り
の
速
さ
で
進
み
、
一
五
八
○
年
ま
で
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
関
係
者
の
間
で
も
引
用
さ
れ
た
と

い
う
。Baudrillart, op.cit., pp.128-129.

但
し
、（
後
註（
88
）で
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
）『
国
家
論
』
の
執
筆
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
王
権
の
強
化
と
国
家
統
合
の
促
進
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
全
く
異
な
る
国
制
を
有
し
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内
で
は
ボ
ダ
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ン
の
主
権
理
論
の
浸
透
は
比
較
的
遅
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
︱
そ
の
実

像
と
神
話
︱
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
○
九
年
）
一
二
七
︱
一
二
八
頁
を
見
よ
。）

（
5
）　

例
え
ば
、
次
の
文
献
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
ボ
ダ
ン
を
論
じ
た
一
七
○
以
上
の
論
考
の
一
覧
表
を
見
よ
。S. Goyard-Fabre, 

Jean Bodin et le droit de la R
épublique (Paris, 1989), pp.296-302.

（
6
）　

ボ
ダ
ン
と
国
際
法
の
関
連
性
に
つ
い
て
国
際
法
学
的
観
点
か
ら
専
門
的
に
考
察
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
次
の
五
編

が
挙
げ
ら
れ
得
る
。

A
. Gardot, 

“Jean Bodin, sa place parm
i les fondateurs du droit international

”, R
ecueil des Cours de lʼA

cadém
ie de 

D
roit International de La H

aye, vol.50 (193（): K
. Buddeberg, 

“Souveränität und V
ölkerrecht bei Jean Bodin

”, 
A

rchiv des öffentlichen R
echts, N

.F. Bd.32 (19（1), S.193-226: J. Basdevant, 

“Contribution du Jean Bodin à la 
form

ation du droit international m
oderne

”, R
evue historique du droit français et étranger, série （, no.23 (19（（), 

pp.1（3-1（8: H
. Legohérel, 

“Jean Bodin et lʼEurope de son tem
ps

”, Journal of the H
istory of International Law

, vol.1 
(1999), pp.38-（（: St. Beaulac, 

“The Social Pow
er of Bodinʼs ʻSovereigntyʼ and International Law

”, M
elbourne Journal 

of International Law
, vol.（ (2003), pp.1-28.（

こ
の
ボ
ー
ラ
ッ
ク
の
論
考
は
後
に
加
筆
・
修
正
の
上
で
次
の
文
献
の
第
六
章
を
構
成

す
る
こ
と
に
な
る
。Idem
, T

he Pow
er of Language in the M

aking of International Law
 (Leiden/Boston, 200（), pp.101-

125.

）

　

尚
、
以
上
の
文
献
中
の
バ
デ
ヴ
ァ
ン
の
著
作
の
書
誌
デ
ー
タ
に
関
し
て
付
言
し
て
お
く
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
通
常
こ
の
文
献
は
掲
載

雑
誌
の
通
巻
番
号
が
付
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
発
行
年
（
一
九
四
四
年
）
の
み
が
付
さ
れ
る
だ
け
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。（
若
干
の

例
と
し
て
、
次
の
文
献
を
見
よ
。
佐
々
木
、
前
掲
書
、
二
七
九
頁
、
註（
2（
）：Legohérel, op.cit., p.（1, n.（.

）
実
際
に
筆
者
が
活
用

し
た
こ
の
文
献
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
四
四
年
発
行
（
通
巻
第
二
二
巻
）
と
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
雑
誌
に
関
し
て
参
照
可
能
な
も
の
と
し
て
は
、
一
九
八
五
年
に
復
刻
さ
れ
た
版
（Librarie de la Société du Recueil 

Sirey (Paris)

）
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
復
刻
版
で
は
一
九
四
三
年
（
第
二
二
巻
）
の
次
に
一
九
四
五
年
（
第
二
三
巻
）
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
一
九
四
四
年
に
は
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
原
本
で
は
、
一
九
四
三
・
一
九
四
四
年
に
発
行
さ
れ
た
巻

が
共
に
第
二
二
巻
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
、
復
刻
版
発
行
の
際
に
一
九
四
四
年
発
行
分
が
見
落
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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何
れ
に
し
ろ
、
第
二
次
大
戦
末
期
、
し
か
も
「
パ
リ
解
放
」（
一
九
四
四
年
八
月
二
五
日
）
の
前
後
と
い
う
時
期
の
社
会
的
混
乱
が
学

界
・
出
版
界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
結
果
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
出
来
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
（
）　

例
え
ば
、
ボ
ー
ド
リ
ア
ー
ル
は
「『
国
家
論
』
の
長
い
二
章
（D

e la R
épublique, V

, v et vi

）
の
実
質
全
体
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の

『
戦
争
と
平
和
の
法
』
に
継
受
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。Baudrillart, op.cit., p.（61.

（
8
）　A

. N
ussbaum

, A
 Concise H

istory of the Law
 of N

ations, revised ed. (N
ew

 Y
ork, 1958), p.（（.

（
9
）　K

.-H
. Ziegler, V

ölkerrechtsgeschichte, 2. A
ufl. (M

ünchen, 200（), S.133.

（
10
）　C. G. Roelofsen, 

“De Periode 1（50-1（13

”; in A
. C. G. M

. Eyffi
nger (red.) Com

pendium
 V

olkenrechtsgeschiedenis, 
2

e druk (D
eventer, 1991), pp.（5-（6.

（
11
）　

例
え
ば
、
主
権
が
意
味
す
る
「
対
外
関
係
に
お
け
る
国
家
の
独
立
」
と
「
対
内
的
関
係
に
お
け
る
国
家
暴
力
（Staatsgew

alt

）
の

排
他
性
」
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。W

. G. Grew
e, E

pochen der V
ölkerrechtsgeschichte (Baden-Baden, 198（), S.198 und 201.

（
12
）　
「
宗
教
上
の
干
渉
」
と
い
う
表
題
の
節
に
お
い
て
、
干
渉
問
題
を
主
権
の
観
点
か
ら
論
じ
た
者
と
し
て
ボ
ダ
ン
が
扱
わ
れ

（Ebenda, S.211-21（.

）、
海
洋
領
有
に
関
し
て
、
バ
ル
ド
ゥ
ス
が
距
岸
六
〇
マ
イ
ル
ま
で
支
配
権
（H

errschaftsrechte

）
が
及
ぶ
と

し
た
説
に
一
六
世
紀
に
お
い
て
も
ボ
ダ
ン
が
従
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
（Ebenda, S.382.

）
な
ど
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
、

今
後
敵
対
行
為
を
行
わ
な
い
と
い
う
誓
約
の
下
に
解
放
さ
れ
た
捕
虜
に
関
し
て
、
当
該
誓
約
が
拘
束
力
を
有
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
議

論
の
中
で
ボ
ダ
ン
が
引
用
さ
れ
（Ebenda, S.252.

）、
ま
た
、
ボ
ダ
ン
が
人
工
的
な
国
境
よ
り
も
自
然
国
境
を
支
持
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

国
境
が
極
め
て
安
定
す
る
と
し
て
い
る
旨
が
紹
介
（Ebenda, S.3（5.

但
し
、
こ
の
ボ
ダ
ン
の
主
張
は
別
の
著
作
（M

ethodus 

（
後
註

（
21
））, p.80

に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。）
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
中
立
に
関
し
て
、
ボ
ダ
ン
が
、
中
立
の
効
用
（「
建
設
的
、
平
和
探
求

的
で
、
諸
国
民
の
共
同
体
の
福
祉
に
役
立
つ
と
い
う
効
果
」）
を
認
め
（Grew

e, a.a.O
., S.25（, A

nm
.5（.

）、「
同
盟
の
安
全
」
に
関
す

る
章
で
中
立
の
得
失
を
論
じ
て
い
る
こ
と
（Ebenda, S.（3（.
）
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）　

フ
ォ
カ
レ
ッ
リ
の
概
説
書
で
は
、
諸
々
の
主
権
理
論
（teorie della sovranità

）
の
完
成
者
と
い
う
観
点
か
ら
（
ホ
ッ
ブ
ズ
と
共

に
）
ボ
ダ
ン
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
彼
に
よ
る
「
主
権
」
の
定
義
に
お
け
る
そ
の
「
永
続
性
」
及
び
「
絶
対
性
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
比
較

的
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。（C. Focarelli, Lezioni di storia del diritto internazionale (Perugia, 2002), pp.（1-（2.

）
ト
ゥ

ル
ヨ
ル
＝
イ
＝
セ
ラ
は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
提
示
し
た
諸
理
論
と
の
関
連
の
中
で
「
中
立
」
を
説
明
し
、
そ
こ
で
中
立
の
観
念
を
論
じ
た
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者
と
し
て
マ
キ
ャ
ベ
ッ
リ
等
と
共
に
ボ
ダ
ン
を
挙
げ
て
い
る
。（A

. T
ruyol y Serra, H

istoire du droit international public 
(Paris, 1995), pp.60-61.

）

　

尚
、
以
上
に
挙
げ
ら
れ
た
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
法
史
概
説
書
の
他
、
一
九
世
紀
末
に
上
梓
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
著
作
に
お
い
て

は
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
及
び
国
家
に
関
す
る
理
論
が
比
較
的
詳
細
に
紹
介
さ
れ
「［『
国
家
論
』
の
］
第
一
篇
の
み
で
国
際
法
（Law

 of 
N

ations
）
文
献
の
貢
献
者
の
中
で
高
い
地
位
を
彼
が
主
張
す
る
こ
と
の
充
分
な
根
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
」（T

h. A
. W

alker, A
 

H
istory of the Law

 of N
ations, vol.1 (Cam

bridge, 1899), pp.235-2（（.

（
引
用
は
同
書
二
四
三
頁
。
ま
た
、［　

］
内
は
筆
者

（
明
石
）
に
よ
る
。
以
下
、
本
文
及
び
註
に
お
い
て
同
様
と
す
る
。））
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
沿
岸
の
君
主
に
よ

る
海
洋
領
有
に
関
し
て
ボ
ダ
ン
が
バ
ル
ド
ゥ
ス
に
従
っ
て
「
距
岸
六
○
マ
イ
ル
」
に
主
権
が
及
ぶ
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
。（Ibid., p.163 (n.1).
） 

（
1（
）　

一
九
世
紀
中
葉
の
ホ
ィ
ー
ト
ン
の
著
作
に
お
い
て
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
影
響
を
与
え
た
人
物
の
一
人
と
し
て
ボ
ダ
ン
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
箇
所
が
唯
一
の
ボ
ダ
ン
へ
の
言
及
箇
所
で
あ
り
、
ボ
ダ
ン
の
理
論
と
国
際
法
理
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
実
質
的
に
何
も
述
べ

ら
れ
て
い
な
い
。（H

. W
heaton, H

istory of the Law
 of N

ations in E
urope and A

m
erica: From

 the E
arliest T

im
es to 

the T
reaty of W

ashington, 1842 (N
ew

 Y
ork, 18（5), p.190.

）

（
15
）　

次
の
国
際
法
史
概
説
書
に
は
ボ
ダ
ン
に
直
接
的
に
触
れ
る
記
述
が
全
く
存
在
し
な
い
。D

. Gaurier, H
istoire du droit 

international (Rennes, 2005).

（
16
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
註（
151
）及
び（
15（
）も
見
よ
。

（
1（
）　

こ
の
点
は
、（
本
稿
第
二
章
第
一
節
㈠
で
も
登
場
す
る
）
主
権
者
を
「
神
を
除
い
て
、
自
ら
よ
り
も
偉
大
な
者
を
認
め
な
い
者
」
と

す
る
記
述
（D

e la R
épublique, I, viii, 12（.

）
を
、「
対
外
主
権
」
の
表
明
で
あ
る
と
す
る
よ
う
な
解
釈
（
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
示
す

一
例
と
し
て
、
次
の
文
献
を
見
よ
。M

. Landm
ann, D

er Souveränetätsbegriff bei den Französischen T
heoretikern, von 

Jean Bodin bis auf Jean Jacques R
ousseau: E

in Beitrag zur E
ntw

ickelungsgeschichte der Souveränetätsbegriffes 
(Leipzig, 1896), S.（2.

）
を
回
避
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
「
主
権
者
」
と
「
主
権
」
を
混
同
す
る
と
同
時
に
、

主
権
者
が
一
元
的
な
「
領
域
国
家
」
を
領
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
誤
解
し
て
い
る
こ
と
に
発
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）　

ク
レ
フ
ェ
ン
ス
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
仏
羅
両
版
間
に
は
「
僅
か
で
は
な
い
相
異
が
あ
る
」（differ not inconsiderably

）
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の
で
あ
る
。E. N

. van K
leffens, 

“Sovereignty in International Law
: Five Lectures

”, R
ecueil des Cours de lʼA

cadém
ie 

de D
roit International de La H

aye (1953-I), p.5（. 
（
19
）　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
『
国
家
論
』
ラ
テ
ン
語
版
に
つ
い
て
は
、
前
註（
2
）を
見
よ
。

（
20
）　

尚
、『
国
家
論
』
の
仏
羅
両
版
間
の
相
異
を
厳
格
に
検
討
し
、
仏
語
版
公
刊
後
か
ら
ラ
テ
ン
語
版
執
筆
に
至
る
間
の
ボ
ダ
ン
の
思
想

的
・
理
論
的
変
遷
を
追
う
こ
と
も
一
つ
の
研
究
方
法
で
あ
り
得
る
。

（
21
）　I. Bodinus, M

ethodus ad facilem
 historiarum

 cognitionem
 (1566)

（
以
下
、
註
に
お
い
て
は
、
“Methodus

”と
す
る
。）.

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
同
書
の
一
六
五
〇
年
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
（Scientia V

erlag, A
alen, 196（

）
を
使

用
し
た
。
ま
た
、
同
書
の
一
五
八
三
年
版
の
英
訳
版
（J. Bodin (B. Reynolds (trans.)), M

ethod of the E
asy Com

prehension of 
H

istory (N
ew

 Y
ork, 19（5)

（
以
下
註
に
お
い
て
は
“Method

”と
す
る
。））
が
あ
る
。

（
22
）　J. Bodinus, Juris universi distributio (Coloniae A

grippinae, 1580) 

（
以
下
、
註
に
お
い
て
は
、
“Distributio

”と
す
る
。）.

同
書
は
次
の
文
献
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。Œ

uvres philosophiques de Jean Bodin, texte établi, traduit et publié par P. 
M

esnard (Presses universitaires de France, Paris, 1951) (Corpus général des philosophes français. A
uteurs 

m
odernes, t.V

, 3), pp.（1-80.
尚
、
同
書
初
版
の
公
刊
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
五
七
六
年
、
一
五
七
八
年
、
一
五
八
○
年
、
一
五
八
一

年
と
す
る
各
説
が
あ
る
。Œ

uvres philosophiques de Jean Bodin

の
編
者
兼
校
訂
者
（Pierre M

esnard

）
は
、
一
五
七
八
年
版
と

一
五
八
○
年
版
を
照
合
の
上
で
、
後
者
を
採
録
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
「［
同
書
の
］
一
五
七
八
年
よ
り
前

の
版
を
我
々
は
有
し
て
い
な
い
」
と
や
や
慎
重
な
表
現
を
用
い
て
い
る
。J. H

. Franklin, Jean Bodin and the Sixteenth-century 
R

evolution in the M
ethodology of Law

 and H
istory (N

ew
 Y

ork, 1963)

（
以
下
、
註
に
お
い
て
は
、
“Franklin, Jean Bodin

”

と
す
る
。）, p.63.

更
に
、
同
書
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
、
後
註（
1（5
）を
見
よ
。

（
23
）　

“[q]uem
adm

odum
 flores hitoriarum

 legere, ac suavissim
os decerpere fructus oporteret, hac m

ethodo

”, M
ethodus, 

Praefatio, p.vii.

（
尚
、
こ
の
引
用
部
分
は
「
序
文
」（Praefatio
）
の
冒
頭
に
登
場
す
る
。）

（
2（
）　Baudrillart, op.cit., p.152.

（
25
）　

ま
た
、『
方
法
』
と
ボ
ダ
ン
の
法
観
念
と
の
関
係
も
重
要
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
は
、
同
書
の
「
序
文
」
に
お
い
て
「
歴
史
の
中
に
普
遍

的
法
の
最
良
部
分
が
隠
さ
れ
て
い
る
」
と
の
主
張
を
展
開
し
て
お
り
、
歴
史
研
究
と
（
普
遍
的
）
法
に
関
す
る
研
究
を
結
び
付
け
て
い
る
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
註（
150
）を
見
よ
。

（
26
）　

“République est un droit gouvernem
ent de plusieurs m

esnages, et de ce qui eux est com
m

un, avec puissance 
souveraine.

” De la R
épublique, I, i, 1.

同
様
の
定
義
は
次
の
箇
所
で
再
度
言
及
さ
れ
て
い
る
。Ibid., I, viii, 122.

但
し
、
そ
こ
で
は

“mesnages

”で
は
な
く
“fam

illes

”が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
2（
）　

“Respublica est fam
iliarum

 rerum
que inter ipsas com

m
unium

 sum
m

a potestate ac ratione m
oderata m

ultitudo.

” 
D

e republica, I, i, 1.

（
28
）
こ
の
相
異
は
、
国
家
に
つ
い
て
、
そ
の
統
治
の
手
段
と
し
て
の
側
面
に
注
目
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
共
同
体
と
し
て
の
性
質
に

注
目
す
る
の
か
と
い
う
相
異
に
由
来
す
る
、
“status

”や
“stato

”と
い
う
国
家
観
と
“res publica

”と
い
う
国
家
観
の
相
異
に
も
通
ず

る
も
の
が
あ
る
。

（
29
）　

“Respublica nihil aliud sit, quam
 fam

iliarum
 aut collegiorum

 sub unum
 et idem

 im
perium

 subjecta m
ultitudo.

”

M
ethodus, p.160. 

（
30
）　

ま
た
、
次
節
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、『
国
家
論
』
仏
語
版
で
は
ラ
テ
ン
人
が
「
主
権
」
を
“maiestas

”と
称
し
た
こ
と
に
言
及
さ

れ
て
い
る
。
後
註（
51
）を
見
よ
。

（
31
）　 

因
み
に
、
英
語
版
で
は
次
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。
“A Com

m
onw

eale is a law
full governm

ent of m
any fam

ilies, and 
of that w

hich unto them
 in com

m
on belongeth, w

ith a puissant soveraigntie.

” Com
m

onw
eale, I, i, 1.

（
32
）　D

e la R
épublique, I, vi, 100.

（
33
）　Ibid., I, viii, 1（1.

（
3（
）　Ibid., I, viii, 13（.

（
35
）　M
ethodus, pp.263-2（5.

（
36
）　

“Mesnage est un droit gouvernem
ent de plusieurs subiects, sous lʼobeissance dʼun chef de fam

ille, et de ce qui 
leur est propre.

” De la R
épublique, I, ii, 10. 

尚
、
ラ
テ
ン
語
版 

で
は
次
の
よ
う
に
、
臣
民
が
「
一
つ
の
且
つ
同
一
の
家
長
の
支
配

権
の
下
に
」
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
“Fam

ilia est plurium
 sub unius ac eiusdem

 patrisfam
ilias im

perium
 

subditorum
, earum

que rerum
, quae ipsius propriae sunt, recta m

oderatio.
”  D

e republica, I, ii, 8. 
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（
3（
）　

“… la fam
ille, qui est la vraye source et origine de toute République

…
” De la R

épublique, I, ii, 10.

（
38
）　

同
様
の
言
及
は
『
国
家
論
』
第
一
篇
第
六
章
冒
頭
（Ibid., I, vi, 68.

）
や
第
四
篇
第
一
章
冒
頭
（Ibid., IV

, i, 503.

）
に
も
登
場
す

る
。

（
39
）　E

.g., D
e republica, I, ii, 8. (

… fam
ilia, quae ipsa sem

inarium
 est ac veluti rudim

entum
 rerum

 om
nium

 publicarum
…) 

（
（0
）　D

e la R
épublique, I, i, 1 et I, viii, 122.

前
註（
26
）を
見
よ
。
尚
、
“maison

”が
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
特
に
、
後
註（
（5
）

に
示
さ
れ
た
箇
所
で
は
「
家
の
正
し
き
統
治
」（le droit gouvernem

ent de la m
aison

）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
“mesnage

”

と
“fam

ille
”に
加
え
て
、
“maison

”も
互
換
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

（
（1
）　M

ethodus, p.220.
但
し
、『
方
法
』
に
お
い
て
は
、
人
間
の
結
合
が
「
全
人
類
ま
で
」（quoad om

ne genus hum
anum

）
拡
大

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
（
第
三
章
第
二
節
㈡
）
す
る
。

（
（2
）　D

e la R
épublique, I, ii, 16.

（
（3
）　

ボ
ダ
ン
が
「
家
」
を
重
視
し
た
こ
と
を
、
彼
が
国
家
を
「
国
民
国
家
」
的
に
構
想
し
て
い
る
と
解
す
る
者
も
あ
る
。（V

oy., 
Legohérel, op.cit., p.（2.

）
し
か
し
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、（
本
論
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
）
個
々
の
国
民
を
構
成
単
位
と
す
る
よ
う
な
「
国
民
国
家
」
で
は
な
い
点
に
は
、
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
（（
）　D

e la R
épublique, I, vi, 68.

（
（5
）　Ibid., I, ii, 11.

「
家
は
国
家
の
似
姿
」
と
す
る
表
現
は
次
の
箇
所
に
も
登
場
す
る
。Ibid., V

I, iv, 9（8.

（
（6
）　
「
家
」
と
「
国
家
」
を
対
応
さ
せ
る
よ
う
な
「
相
同
性
を
も
と
に
諸
々
の
存
在
を
次
々
と
対
応
さ
せ
て
い
く
と
い
う
や
り
方
は
、
ボ

ダ
ン
の
み
な
ら
ず
、
一
六
世
紀
の
著
述
家
に
お
い
て
は
い
わ
ば
定
型
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
川
出
良
枝
「
ボ
ダ
ン
」
藤
原
保

信
・
飯
島
昇
藏
（
編
）『
西
洋
政
治
思
想
史
Ｉ
』（
新
評
論
、
一
九
九
五
年
）
一
五
九
頁
。

（
（（
）　D

e la R
épublique, IV

, i, 503-5（2.

（
（8
）　

こ
の
点
に
関
し
て
、「[

『
国
家
論
』
第
六
篇
第
一
章
に
お
い
て
］
ボ
ダ
ン
は
国
家
の
消
滅
、
一
乃
至
複
数
の
国
家
の
誕
生
、
国
家
の

政
治
体
制
の
変
更
を
区
別
し
て
お
り
、
国
家
理
論
は
既
に
単
な
る
主
権
的
君
主
に
関
す
る
理
論
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ

る
。Basdesvant, op.cit., p.153, n.1.
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（
（9
）　

前
註（
2（
）を
見
よ
。

（
50
）　

“La souveraineté est la puissance absoluë et perpetuelle dʼune République.

” De la R
épublique, I, viii, 122.

（
51
）　

仏
語
版
に
お
け
る
「
主
権
」
の
説
明
に
お
い
て
、「
そ
れ
［
主
権
］
を
ラ
テ
ン
人
は 

“maiestas

”と
呼
ぶ
」（Ibid.

）
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
以
下
ラ
テ
ン
語
の
“maiestas

”を
「
主
権
」
と
す
る
。
但
し
、『
方
法
』
に
お
い
て
は
、「
主
権
」
に
該
当
す
る
言
葉
は

“im
perium

 sum
m

um

”で
あ
り
、「
そ
れ
［
主
権
］
を
ラ
テ
ン
人
は
“sum

m
am

 rerum

”、
そ
し
て
“sum

m
um

 im
perium

”と
呼

ぶ
」（M

ethodus, p.1（5.

）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）　

“Maiestas est sum
m

a in cives ac subditos legibusque soluta potestas.

” De republica, I, viii, （8.

（
53
）　

尚
、『
方
法
』
に
お
け
る
「
主
権
」
の
定
義
に
関
す
る
記
述
は
不
明
確
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
は
「
主
権
（im

perium
 sum

m
um

）
の

定
義
へ
と
至
ろ
う
」（M

ethodus, p.1（5.

）
と
宣
言
し
な
が
ら
、『
国
家
論
』
に
お
け
る
よ
う
な
明
確
な
定
義
を
与
え
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
「
国
家
の
至
高
性
が
五
つ
の
部
分
の
中
に
含
ま
れ
る
と
私
は
理
解
す
る
」（[V

]ideo sum
m

am
 

R
eipublicae in quinque partibus versari.

）
と
述
べ
た
上
で
、
第
一
に
（
そ
し
て
主
要
な
も
の
と
し
て
）
最
重
要
な
行
政
官
等 

（sum
m

i m
agistratus

）
の
選
任
と
そ
れ
ら
の
者
の
職
務
の
決
定
、
第
二
に
法
律
の
宣
言
と
廃
棄
、
第
三
に
戦
争
の
宣
言
と
終
結
、
第

四
に
全
て
の
行
政
官
の
最
終
的
な
監
督
（procuratio

）、
第
五
に
法
律
が
減
刑
や
恩
赦
を
認
め
て
い
な
い
場
合
の
「
生
死
の
権
能
」

（potestas vitae et necis

）
を
挙
げ
て
い
る
。（M

ethodus, p.1（6.

）
ま
た
、
よ
り
重
大
で
、
主
権
に
関
わ
る
権
能
は
通
常
君
主
に
与
え

ら
れ
る
旨
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。（Ibid., p.180.
）

（
5（
）　Com

m
onw

eal, p.8（.

（
55
）　

尚
、
引
用
文
中
の
「
主
権
」
に
該
当
す
る
部
分
は
（
本
文
中
に
も
示
さ
れ
て
い
る
通
り
）
“Maiestie or Soveraigntie

”で
あ
る
。

“Maiestie

”は
「
王
権
」
と
も
訳
出
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
ラ
テ
ン
語
版
の
“maiestas

”が
意
識
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

た
め
、
両
語
と
も
に
「
主
権
」
と
解
し
た
上
で
の
訳
文
と
し
た
。

（
56
）　D

e la R
épublique, I, viii, 122.

主
権
の
永
遠
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
箇
所
で
も
再
論
さ
れ
て
い
る
。D

e la R
épublique, I, viii, 

12（‒125.

（
5（
）　

清
末
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
ボ
ダ
ン
の
『
国
家
論
』
を
社
会
契
約
論
以
後
の
目
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
か
ら
混
乱
し
、

矛
盾
を
言
い
立
て
た
り
、
意
味
不
明
の
こ
と
を
言
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
は
主
権
を
根
拠
づ
け
る
別
の
も
の
を
も
っ
て
い
た
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の
で
あ
り
、
そ
れ
は
神
授
説
で
あ
り
、『
国
家
論
』
は
宇
宙
論
の
枠
内
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
清
末
尊
大
『
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン

と
危
機
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
』（
木
鐸
社
、
一
九
九
○
年
）
一
七
四
︱
一
七
五
頁
。

（
58
）　D

e la R
épublique, I, viii, 131.

（
59
）　Ibid., I, x, 21（.

（
60
）　

尚
、
主
権
の
本
質
を
論
ず
る
場
合
に
は
、
そ
の
「
不
可
分
性
」
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、

（
後
註（
8（
）・（
88
）に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
）
ボ
ダ
ン
が
直
面
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
状
況
に
お
い
て
は
、
国
家
統
合
の
観
点
か

ら
、
こ
の
性
質
は
重
要
な
論
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。（
実
際
に
、
次
の
文
献
で
は
主
権
の
不
可
分
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。Goyard-

Fabre, op.cit., pp.135-136.

）
と
こ
ろ
が
、
ボ
ダ
ン
に
よ
る
主
権
の
定
義
に
お
い
て
こ
の
性
質
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
61
）　D

e la R
épublique, I, viii, 128.

（
62
）　

本
稿
の
「
序
論
」
に
お
い
て
も
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
は
「
法
」（jus: droit

）
と
「
法
律
」（lex: loi

）
を
区
別
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
一
節
㈠
で
論
じ
ら
れ
る
。

（
63
）　D

e la R
épublique, I, viii, 152.

（
6（
）　Ibid., I, viii, 151.

（
65
）　Ibid., I, x, 211-212.

（
66
）　

こ
の
よ
う
な
記
述
が
、
ボ
ダ
ン
が
神
授
説
に
立
つ
こ
と
や
国
家
の
秩
序
を
宇
宙
の
秩
序
に
見
立
て
て
い
る
と
す
る
解
釈
を
可
能
に
す

る
の
で
あ
る
。
前
註（
5（
）及
び
後
註（
208
）を
見
よ
。

（
6（
）　D

e la R
épublique, I, x, 212.

（
68
）　Ibid., I, x, 221‒22（. 

（
69
）　Ibid., I, x, 22（-228.

（
（0
）　Ibid., I, x, 228‒231.

（
（1
）　Ibid., I, x, 231-236.

（
（2
）　Ibid., I, x, 236‒2（2. 

（
（3
）　Ibid., I, x, 2（2.
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（
（（
）　Ibid., I, x, 2（2-2（（.

（
（5
）　Ibid., I, x, 2（（.

（
（6
）　Ibid., I, x, 2（（-2（8.

（
（（
）　

更
に
、「
私
略
許
可
権
」
乃
至
「
復
仇
権
」（le droit de m

arque, ou de represailles

）
に
つ
い
て
「
主
権
的
君
主
が
私
的
に
有

す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
か
つ
て
は
主
権
的
君
主
に
固
有
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
し
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
王
国
で
は
議
会
に
よ
り
許
与
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、「
一
三
八
五
年
に
国
王
シ
ャ
ル
ル
八
世
が
こ
の
権
利
を
厳
命
（edict expres

）
に
よ
り
自
ら
に
留
保
し
た
」
と

さ
れ
る
。（Ibid., I, x, 2（8.

）
そ
し
て
、
そ
の
他
様
々
な
「
国
王
特
権
」（le droit des regales

）
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（Ibid., I, x, 2（8-251.
）

（
（8
）　

例
え
ば
、
貨
幣
鋳
造
権
は
、「
貨
幣
鋳
造
に
つ
い
て
の
法
律
を
制
定
し
得
る
者
」（Ibid., I, x, 2（2.

）
と
し
て
の
主
権
者
に
属
す
る

と
さ
れ
、「
貨
幣
［
鋳
造
］
が
主
権
に
基
づ
く
権
利
の
一
つ
で
あ
る
な
ら
ば
、
度
量
衡
も
そ
う
で
あ
る
」（Ibid., I, x, 2（（.

）
と
さ
れ
て

い
る
。

（
（9
）　

仏
語
版
で
は
主
権
の
第
一
か
ら
第
五
の
属
性
に
、
ラ
テ
ン
語
版
で
は
第
一
か
ら
第
七
の
属
性
に
、
そ
し
て
英
語
版
で
は
第
一
か
ら
第

八
の
属
性
に
、
各
々
「
小
見
出
し
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「［『
国
家
論
』
の
］
第
一
篇
最

終
章
に
お
い
て
、
ボ
ダ
ン
は
主
権
の
顕
著
な
特
徴
（the distinguishing notes of sovereignty

）
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
。
彼
は
、

そ
れ
ら
が
主
と
し
て
五
つ
で
あ
る
」
と
し
、
前
述
の
五
つ
の
属
性
を
列
挙
し
た
上
で
「
貨
幣
鋳
造
、
課
税
と
い
う
よ
う
な
他
の
権
能
は
、

立
法
の
権
能
に
当
然
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
主
権
者
の
手
に
さ
ほ
ど
本
質
的
に
留
保
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。」（W

alker, op.cit., 
p.2（2.

）
こ
れ
は
仏
語
版
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ル
サ
フ
ェ
ー
ル
は
主
権
の
中
核
的
権
能
を
七
つ
と
し
て
い
る
。（R. 

Lesaffer, 

“The Classical Law
 of N

ations (1500-1800)
”; in A

. O
rakhelashvili (ed.), R

esearch H
andbook on the T

heory 
and H

istory of International Law
 (Cheltenham

/N
ortham

pton(M
A

), 2011), p.（15.

）
こ
れ
は
、
ラ
テ
ン
語
版
に
従
っ
た
も
の

と
考
え
ら
え
る
。（
佐
々
木
は
、「
立
法
権
」・「
外
交
権
」・「
人
事
権
」・「
終
審
裁
判
権
」・「
恩
赦
権
」・「
貨
幣
鋳
造
権
及
び
度
量
衡
統
一

権
」・「
課
税
権
」・「
そ
の
他
若
干
の
微
細
な
権
力
」
を
挙
げ
て
い
る
（
佐
々
木
、
前
掲
書
、
一
○
二
︱
一
○
三
頁
。）
が
、
こ
れ
も
ラ
テ

ン
語
版
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。）
更
に
、
福
田
が
「
第
六
に
貨
幣
の
鋳
造
権
、
第
七
に
度
量
衡
の
制
定
権
…
…［
中
略
］…
…
そ
し

て
最
後
第
八
番
目
の
課
税
権
」（
福
田
、
前
掲
書
、
二
七
四
頁
。）
と
し
、
田
畑
が
「
立
法
権
・
宣
戦
講
和
の
権
・
官
吏
任
命
権
・
最
高
裁
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判
権
・
忠
誠
従
順
の
要
求
権
・
恩
赦
権
・
貨
幣
鋳
造
権
・
課
税
権
の
八
つ
の
権
利
」（
田
畑
茂
二
郎
『
国
家
主
権
と
国
際
法
』（
日
本
評
論

社
、
一
九
五
○
年
）
二
○
頁
。）
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、（
両
者
が
挙
げ
て
い
る
内
容
に
は
若
干
の
相
異
が
見
ら
れ
る
が
）
主
権
の
属
性
を

八
つ
と
し
て
い
る
点
か
ら
、
英
訳
版
（Com

m
onw

eale, pp.1（5-1（（.

）
に
依
拠
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
80
）　

“Hoc igitur prim
um

 sit ac praecipuum
 caput m

aiestatis, legem
 universis ac singulis civibus dare posse.

” De 
republica, I, x, 153.

（
81
）　
『
方
法
』
に
お
い
て
は
（
前
註（
53
）で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
）
主
権
の
属
性
と
し
て
、
第
一
に
「
最
重
要
な
行
政
官
」
の
任
命
権

が
、
そ
し
て
第
二
に
立
法
権
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
立
法
権
が
主
権
の
属
性
の
中
核
部
分
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
の

は
『
方
法
』
公
刊
後
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
82
）　D

e la R
épublique, I, viii, 1（2.

（
83
）　

例
え
ば
、「
法
律
は
主
権
を
有
す
る
者
に
依
存
す
る
」（Ibid., I, viii, 135.

）
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
8（
）　Ibid., I, viii, 131.

（
85
）　
「
他
者
の
法
律
（loix
）、
権
限
（ressort

）、
命
令
（com

m
andem

ent

）
に
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
権
力

（puissance

）
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
も
主
権
者
で
は
な
い
。」Ibid., I, x, 21（.

（
86
）　

主
権
者
の
属
性
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
権
能
の
中
に
宗
教
に
関
す
る
権
能
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。『
国
家
論
』

第
四
篇
第
七
章
は
教
派
問
題
を
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
君
主
が
何
れ
か
の
教
派
に
与
す
る
こ
と
の
危
険
性
や
、
臣
民
は
一
般
的
に
受

容
さ
れ
確
立
さ
れ
た
宗
教
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
旨
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。（
こ
こ
に
は
「
ポ
リ

テ
ィ
ー
ク
」（Politiques

）
の
一
人
と
し
て
の
ボ
ダ
ン
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。）

（
8（
）　

ボ
ダ
ン
自
身
は
、『
国
家
論
』
の
序
文
に
お
い
て
、「
我
々
の
国
家
と
い
う
船
が
猛
烈
な
雷
雨
に
激
し
く
痛
め
つ
け
ら
れ
た
」
と
い
う

比
喩
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
情
況
を
示
し
て
い
る
。（D

e la R
épublique, Préface.

）

（
88
）　

特
に
、
ユ
グ
ノ
ー
戦
争
に
直
面
し
動
揺
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
内
情
勢
に
照
ら
し
て
「
ボ
ダ
ン
は
長
期
に
わ
た
る
国
内
的
調
和
と
社
会
的

相
互
関
係
に
資
す
る
と
彼
が
信
ず
る
構
造
を
優
先
さ
せ
た
」（W

. M
. Spellm

an, A
 Short H

istory of W
estern Political T

hought 
(N

ew
 Y

ork, 2011), p.6（.

） 

の
で
あ
り
、「
統
治
の
基
本
的
な
目
的
は
自
由
で
は
な
く
『
秩
序
』
の
確
保
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
国
家
（com

m
onw

ealth

）
の
脆
弱
な
構
造
を
保
全
す
る
と
い
う
名
目
で
、
臣
民
に
よ
る
支
配
者
に
対
す
る
抵
抗
に
関
わ
る
い
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か
な
る
行
為
も
全
て
違
法
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」（Q

. Skinner, T
he Foundation of M

odern Political T
hought (V

olum
e II: 

T
he A

ge of Reform
ation) (Cam

bridge/N
ew

 Y
ork et cet., 19（8), p.28（.

尚
、
同
書
の
邦
訳
書
と
し
て
、
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ

ナ
ー
（
門
間
都
喜
郎
（
訳
））『
近
代
政
治
思
想
の
基
礎
』（
春
風
社
、
二
○
○
九
年
）
が
あ
る
。）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
但
し
、
後
述

の
「
条
約
の
有
効
期
間
」
を
巡
る
議
論
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
様
な
政
体
の
存
在
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
純
に
絶

対
王
制
の
確
立
の
み
が
ボ
ダ
ン
の
意
図
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。）
そ
の
た
め
、
ボ
ダ
ン
が
構
想
す
る
国
家
に
は

「
暴
力
」
と
い
う
要
素
が
不
可
欠
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
彼
は
、
国
家
の
始
ま
り
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
理
性
と
自
然
の
光
は
、
実
力
と
暴
力
が
国
家
に
そ
の
淵
源
（source

）
と
起
源
（origine

）
を
与
え
た
と
い
う
こ
と

を
、
我
々
に
信
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。」（D

e la R
épublique, I, vi, 69.

）
ま
た
、
ボ
ダ
ン
は
、
三
つ
の
国
制
（
民
衆
政
・
貴
族
政
・
王

政
）
の
得
失
を
比
較
・
検
討
す
る
際
に
、
僭
主
政
（tyrannie

）
の
有
害
さ
を
指
摘
し
つ
つ
も
、「
ア
ナ
ー
キ
ー
、
即
ち
、
国
家
の
形
態

が
存
在
せ
ず
、
命
令
す
る
者
も
な
く
、
従
う
者
も
な
い
状
態
」
ほ
ど
悪
い
も
の
は
な
い
と
し
て
い
る
。（Ibid., V

I, iv, 93（.

）
こ
こ
に
は
、

い
か
な
る
暴
政
で
あ
っ
て
も
無
政
府
状
態
よ
り
は
ま
し
で
あ
る
と
の
判
断
ま
で
も
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
89
）　D

e la R
épublique, V

I, iv, 961-962.

（
90
）　Ibid., V

I, iv, 9（1.

（
91
）　

ブ
ッ
デ
ベ
ル
ク
は
「
彼
［
ボ
ダ
ン
］
は
な
に
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
自
立
（Selbständigkeit

）
を
欲
し
た
」
の
で
あ
っ
て
、
他

の
諸
国
家
と
の
協
働
を
不
可
能
と
し
て
し
ま
う
「
国
家
の
『
主
権
』
を
欲
し
た
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。Buddeberg, a.a.O

., 
S.218.

（
92
）　

但
し
、『
国
家
論
』
で
は
第
五
篇
第
六
章
以
外
に
も
主
権
者
の
「
対
外
的
」
活
動
に
関
わ
り
得
る
事
柄
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
は

存
在
す
る
。
例
え
ば
、
第
一
篇
第
七
章
で
は
歴
史
上
の
同
盟
の
多
数
の
事
例
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
第
五
篇
第
五
章

で
は
戦
争
に
備
え
る
こ
と
の
得
失
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
93
）　D

e la R
épublique, V

, vi, （81-83（. 

勿
論
、
こ
の
事
実
が
意
味
を
持
つ
の
は
、
或
る
著
作
に
お
い
て
或
る
問
題
の
論
述
に
割
か
れ

た
紙
幅
が
当
該
著
作
に
お
け
る
著
者
の
当
該
問
題
に
対
す
る
関
心
の
強
弱
に
対
応
す
る
と
い
う
仮
定
に
基
づ
く
場
合
に
の
み
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
、
こ
の
事
実
に
は
『
国
家
論
』
に
お
い
て
「
国
際
関
係
」
が
中
心
的
考
察
課
題
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
よ

う
。
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（
9（
）　Ibid., V

, vi, （85. 

（
95
）　Ibid., V

, vi, （93-（95.
（
96
）　Ibid., V

, vi, 802-803.
（
9（
）　Ibid., V

, vi, （9（.
（
98
）　Ibid., V

, vi, （8（.


